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第１章 はじめに 

１ 計画策定の趣旨 
   子どもの読書活動は、「言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かな  
 ものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことができないもの」  
 （「子どもの読書活動の推進に関する法律」第２条）であり、子どもたちが読書に親 
 しみ、主体的に読書活動をするためには、社会全体で積極的にそのための環境整備  
 を進める必要があります。 
  八戸市では、平成１７年度～平成２３年度を第一次、平成２４年度～平成２８年 
 度を第二次、平成２９年度～令和４年度を第三次として「八戸市子ども読書活動推   
 進計画」を策定し、子どもの読書活動の推進に取り組んで参りました。 
  この間、平成２４年に「図書館法」が、平成２６年に「学校図書館法」がそれぞ 
 れ一部改正され、図書館にその運営状況に関する評価や改善等に関する努力義務が 
 課せられました。このような中で、国は平成３０年に「子どもの読書活動の推進に 
 関する基本的な計画（第四次）」を策定し、これを受け、県は令和２年度に「青森県 
 子ども読書活動推進計画（第四次）」を策定して本県における課題を踏まえた今後 
 の方針を示しています。 
  このため本市においても、これらの情勢の変化と本市における課題を踏まえ、新 
 たに「八戸市子ども読書活動推進計画 （第四次）」を策定することとしました。 
 
２ 現状と課題 

 (1) 現状 
   令和４年度全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙調査結果によると、学校 
  の授業時間以外に、平日３０分以上読書をする本市の児童生徒の割合は下記のと 
  おりです。 
   なお、（ ）内は、全国平均の数値です。 
    【小学校】市平均４４．９％（３６．３％） 
    【中学校】市平均２９．７％（２７．３％） 
   若干の増減は見られますが、過去５年間の推移を見ますと、３０分以上読書す 
  る児童生徒の割合は増加の傾向にあります。これは、小学校ではマイブック推進 
  事業に関連する取組が広がってきたことや、学校図書館支援事業により学校図書 
  館が「魅力ある学校図書館」へと変わってきていることなど、これまで展開され 
  てきた読書活動推進のための取組の成果の一つと捉えることができます。引き続 
  き、質の高い読書活動が展開されるよう、一層力を入れる必要があります。 
 (2) 課題 

   上記(1)の調査によると、「全く読まない」と回答した本市の児童生徒の割合は 
  下記のとおりです。 
   なお、（ ）内は、全国平均の数値です。 
    【小学校】市平均１１．７％（２６．３％） 
    【中学校】市平均３６．３％（３９．０％） 
   今後は、「主体的に」「楽しく」読むことが求められます。児童生徒の読書意欲 
  を喚起するための取組を今後も継続するとともに、絵本の読み聞かせなど、幼児 
  期から読書意欲につながる取組を推進することが望まれます。 
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３ 計画の期間 

  本計画は、令和５年度から令和９年度までの５年間にわたる施策の基本的方向を 
 示すものです。また、必要に応じて見直すことにより、より実情にかなったものと  
 していきます。 
 
第２章 基本方針 

１  子どもが読書に親しむ機会の提供と諸条件の整備・充実 
  子どもの読書習慣の形成のためには、乳幼児期から発達の段階に応じて読書に親  
 しむことができるように配慮した環境づくりが必要です。そのために、家庭・地域 
 社会、学校等では、子どもが生涯にわたる読書習慣を身に付けることができるよう、 
 本が身近にある環境を整えることが大切です。 
  このような観点から、市は、子どもの主体的な読書活動の推進に資するため、子 
 どもが読書に親しむ機会の提供と諸条件の整備・充実に努めます。 
   
２  家庭・地域社会、学校等を通じた社会全体での取組の推進 

  子どもの主体的な読書活動を推進するためには、家庭・地域社会、学校等を通じ 
 た社会全体での取組が必要です。 
  そのためには、子どもが読書に親しむ機会の充実に向け、それぞれが担うべき役 
 割を果たすことや、子どもの読書活動に大きく関わっている市立図書館、公民館、  
 学校図書館などの関係機関、読み聞かせ団体等が緊密に連携し、相互に協力を図り 
 ながら地域ぐるみで取り組んでいくことが大切です。 
  このような観点から、市は、家庭・地域社会、学校等が相互に連携・協力して、  
 子どもの主体的な読書活動の推進を図ることができるよう、必要な体制の整備に努 
 めます。 
 (1) 本のネットワーク 

   現在、市立図書館では、来館者への個人貸出の他にも、移動図書館による個人 
  貸出、希望する団体や学校への団体貸出や配本貸出という形で読書活動の推進に 
  対応しています。また、インターネットによる蔵書の検索や予約にも対応してい 
  ます。今後は、市立図書館と学校図書館が蔵書の貸出や情報などで、さらに結び 
  付きを強くしていくことが必要です。子どもたちが読みたいときは、いつでも本 
  を手にすることができるよう、市立図書館と学校図書館との連携に努めます。 
   また、学校図書館については、総合教育センターを中心として、市内の全小・ 
  中学校の学校図書館がネットワーク化され、他校の蔵書の検索や、自校にない本 
  を他校から借りられるシステムが整っています。今後も、各校の蔵書は市全体の 
  財産という認識のもと、資源の共有化という視点から図書の流通を促進していく 
  ことが望まれます。 
 (2) 人のネットワーク 
   市では市立図書館をはじめ八戸ブックセンター、読み聞かせ団体、ボランティ 
  ア等による読書活動の推進と支援が行われ、子どもたちに読書の楽しさを伝えて 
  います。それによって、乳幼児から子どもそして保護者に、本の世界の魅力や読  
  書を通して得られる豊かな時間を届け、読書への関心を深めています。 
  また、各校においては学校図書館ボランティアの積極的な導入により、学校司書  
  の派遣と併せて魅力的な学校図書館づくりも進められています。 
   今後は、読書活動を推進する人々を地域の中に育てて連携の場をつくり、人と 
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  人、機関と人、機関と機関をつないで、地域社会全体での読書活動の推進に努め 
  ます。    
 (3) 子どもと本のネットワーク 

   子どもたちを取り巻く現在の環境は、テレビ、ゲーム、インターネットなど多 
  くの映像メディアであふれています。こうした環境の中で、本をはじめとする活 
  字メディアは、初期の段階では映像に比べると心理的な距離が感じられますが、 
  読み慣れるうちに少しずつ距離が縮められ、創造性豊かな魅力的な世界を実感す  
  ることができます。また、読書によって、活字メディアから情報を収集する方法 
  や心の安らぎを得る生活スタイルを身に付けていくことは、子どもたちの将来の 
  生活をより豊かにすることにつながります。 
   市では、これから子どもたちにもっと多くの本を紹介し、子どもたちが本を身  
  近に感じ、主体的に本を手にしてその世界を楽しめるよう、この計画を通して、 
  子どもと本を将来にわたってつないでいくよう努めます。 
 
３  「本のまち八戸」構想の推進 

  市では、子どもから大人まで幅広い年代の市民が、本に親しむことができる環境  
 づくりを目指して、「本のまち八戸」構想を展開しています。 
  この構想の一環として、平成２６年度から、乳児とその保護者対象の「ブックス 
 タート事業」、小学生対象の「マイブック推進事業」を実施し、子どもが読書に親し 
 む環境づくりを進めてきました。また、平成２８年度からは、市立小・中学校に学 
 校司書を派遣する「学校図書館支援事業」も実施しています。また、平成２９年度 
 からは、市立小・中学校に新聞を複数紙配備する「『ひらく・楽しむ』新聞活用事業」 
 を実施しています。今後も、「本のまち八戸」構想の推進に向けて、各事業の充実に 
 努めます。 
 
４  子どもの読書活動に関する理解と関心の普及・啓発 

  子どもの主体的な読書活動を推進するため、子どもの読書活動の意義や重要性に 
 ついて、市民が広く理解と関心を深める必要があります。 
  まず、大人が子どもの読書活動を推進する気運を一層高めていくことや、子ども  
 の成長に深く関わっている保護者、教職員、保育士などが読書活動に理解を深め、 
 関心を高めることが大変重要です。 
  このような観点から、市は、子どもの主体的な読書活動を推進する社会的気運の 
 醸成を図るため、読書活動の意義や重要性について広く普及・啓発を図るよう努め 
 ます。 
 
第３章  家庭・地域社会、学校等における読書活動の推進 

１ 家庭における読書活動の推進 

 (1) 子どもの読書活動の推進における家庭の役割 
   子どもの読書習慣は日常の生活を通して形成されるものであり、生活の中に読 
  書が位置付けられ継続して行われるよう保護者が配慮して、幼児期から子どもの 
  読書活動の充実及び習慣化に積極的な役割を果たしていくことが大切です。 
   良質な本の読み聞かせや、子どもと一緒にする読書など、読書の習慣化を図り、  
  読書に対する興味や関心を引き出すようなはたらきかけが望まれます。 
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 (2) 現状と課題 

   テレビ、インターネットなどの様々な情報メディアの発達・普及や子どもの生 
  活環境の変化、さらには、幼児期からの読書習慣が身に付いていないなど、子ど 
  もの活字離れによる読み書き能力の低下や想像力の欠如が指摘されています。 
 (3) 地域での行事を通じた読書活動への理解の促進 

   家庭における読み聞かせや、子どもが読書の時間をもてるよう、市立図書館・ 
  公民館で行われる「おはなし会」や親子を対象とした行事等への参加を通じて、 
  家庭で習慣付けることの重要性について理解の促進を図ります。 
 (4) 市の施策 

  ① ブックスタート事業、マイブック推進事業の推進 
    生後３か月の乳児及びその保護者に、読み聞かせを実演してその良さを実感 
   してもらい、絵本を贈る「八戸市ブックスタート事業」、小学生が市内の書店で 
   本を選び、購入するために 2,000 円分のクーポンを配付する「マイブック推進 
   事業」を通して、乳幼児時期から就学時まで読書に親しむことのできる環境づ 
   くりに努めます。 
  ② 関係諸団体との連携 
     市立図書館・公民館、八戸ブックセンター、地域の読み聞かせ活動グループ 
      等の関係団体、子どもの読書活動が行われる施設（幼稚園・認定こども園・保 
   育所（園）、小・中学校、児童館、放課後児童クラブ、病院、地域子育て支援セ 
   ンター等）と連携し、子どもの読書活動を推進する取組の充実に努めていきま 
   す。 
 
２  市立図書館における読書活動の推進 

 (1) 子どもの読書活動の推進における市立図書館の役割  

   市立図書館は、子どもたちが多くの本と出合い、本を読む楽しさや感動を体感 
  し、知る喜びを体験する場を提供します。また、保護者には子どもと共に読書す 
  る喜びを体験し、豊かな蔵書の中から成長に合わせた本を選び、司書等の職員に 
  子どもの読書や本について相談できる場を提供します。 
   さらに、子どもが乳幼児期から成長に合わせて本に親しむ楽しみを感じられる 
  よう「読み聞かせ」や「おはなし会」の開催、「赤ちゃん絵本コーナー」や「ロン 
  グセラー絵本コーナー」、中高生向けの「ティーンズコーナー」等、子どものため 
  のコーナーの設置や図書リストの配布、お勧め本の展示や子ども向けのテーマを 
  設定した企画展示等を通じて、本に親しむきっかけづくりの場を提供します。 
 (2) 現状と課題 

   市立図書館では絵本や図書に親しんでもらい、子どもたちの豊かな心を育むた 
  め、毎週、絵本の読み聞かせを行っているほか、読書週間や学校の長期休業にあ 
  わせた季節のおはなし会を行っていますが、近年、小学生の参加者が減少してい 
  ます。また、中学生の図書の貸出し利用者数が小学校高学年の貸出し利用者数に 
  比較して少なくなっており、子どもたちの年代に合わせた図書の充実や子どもに 
  対する読書相談等、子どもの読書環境を整え、子どもたちのニーズに合わせた事 
  業の工夫が求められています。 
   一方、生活科の授業の一環としての来館が増えています。来館をきっかけに 
  児童が図書館を使った調べ学習や読書に興味や関心を持ち、継続して図書館を活 
  用した読書や学習につながるよう市立図書館と学校、教職員との情報交換や連携 
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  が必要となっています。 
 (3) 読書環境等の諸条件の整備・充実 

  ① 図書資料の整備・充実 

    年齢に応じた児童向け図書等の充実を図るとともに調べ学習用資料や中・高 
   校生のニーズに対応した図書や資料の収集が必要です。図書の収集については 
   計画的に進めるとともに新刊はもとより定評のある図書についても幅広く収 
   集していきます。 
    また、子どもや保護者が本を選ぶとき、ボランティアが絵本等を選ぶと    
   き、参考となるよう、おすすめの図書・絵本のリスト等の資料や児童書に関す 
   る図書の充実が望まれます。 
  ② 児童コーナーの整備 

    児童にとってわかりやすく、本を探しやすい書架となるよう見出しを増やす 
   等、工夫が必要です。また、児童コーナーに、子どもが落ち着いて読書をする 
   ためのスペースを確保する必要があります。 
  ③ 図書館員の資質向上 

    市立図書館員は、図書や資料の収集・作成に当たってより良いものとするた 
   め、また、子どもに読書に対する意欲を起こさせ、子どもを本に導く手助けが 
   できるよう、情報収集に努めるとともに児童書に関するより深い知識と経験が 
   必要です。加えて子どもと図書を結び付ける「読み聞かせ」「ストーリーテリン 
   グ」「ブックトーク」「パネルシアター」「紙芝居」等の確かな技法を学び、修練 
   することが求められます。こうした知識や技法の習得のため、継続的に研修の 
   機会が与えられることが望まれます。 
  ④ 市立図書館からの情報発信 
    子どもたちが様々な本と出会うことができるよう、定期的に子ども向けのテ 
   ーマで企画展示を行ったり、お勧め本のリストなどを作成したりして、児童書 
   の情報を提供していきます。 
 (4) 市の施策 

  ① 「ブックスタート事業」を通じて、乳幼児期から親子で絵本に触れる楽しさ 
   を感じるきっかけを作ります。 
  ② 調べる学習コンクールを開催し、子どもたちが本を使って調べたり学習した

りする楽しさを感じるきっかけを作ります。 
  ③ 子どもたちが過ごす様々な場所で多様な本に触れられるよう幼稚園、認定こ

ども園、保育所等や小・中学校に対して、団体貸出の利用について周知・普及

に努めます。 
  ④ 学校司書の研修会を通じて、児童書や図書に関する業務知識を共有し、学校

での児童・生徒の読書活動を側面から支援します。 
  ⑤ ボランティア団体等との連携により、図書館の読み聞かせやおはなし会の活

動を継続するとともに、幼稚園や保育所等での読み聞かせの活動を側面から支

援します。 
  ⑥ 読み聞かせボランティアの育成や技術の向上のため、研修会「子どもの本研

究会」を継続して開催します。 
 
３ 読み聞かせ活動グループ等における読書活動の推進 

 (1) 子どもの読書活動の推進における読み聞かせ活動グループ等の役割 
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  ① 子どもの読書活動を推進するため、子どもが読書に親しむ様々な機会を提供 
   するなど、子どもの読書活動を支援していきます。 
  ② 学校及び教育団体、社会教育施設等の要請により読み聞かせ活動者を派遣し、    
   読書運動や読書の授業での支援を行います。 
  ③ 子どもの読書活動の推進を図り、活動をより充実させるために、情報交換や  
   研修などを行います。 
 (2) 読書環境等の諸条件の整備・充実 

  ① 子どもの読書活動を推進していくため、関係団体は読み聞かせグループとの   
   連携を図るとともに、協力体制づくりに努めます。 
  ② 読書活動を全市に広げていくために、協働による事業の立ち上げや、書店内、 
   市立図書館等での読み聞かせ活動を企画、実施するため、関係団体の理解と協 
   力を要請していきます。 
 (3) 市の施策  

    ① 読み聞かせによる読書活動を具体的に進めるため、市立図書館等の関係機関 
   との連携を図りながら、活動者の育成や学校、幼稚園・認定こども園・保育所 
   （園）、市立図書館等での活動場所の情報提供など、読み聞かせ活動の支援を行 
   い、子どもの読書活動の推進に努めます。 
  ② 子どもは、本を読み聞かせたり読んでもらったりする体験を通して、読書の 
   楽しさを味わうことができるものです。小中連携の読み聞かせ会など、多様な 
   読み聞かせ活動ができるよう関係団体との連携を図っていきます。 
 
４ 学校における読書活動の推進 

 (1) 子どもの読書活動の推進における学校の役割 
  ① 学校においては、各教科、道徳科、総合的な学習の時間及び特別活動を通じ 
   て、読書活動が行われており、子どもの読書習慣を形成していく上で大きな役 
   割を担っています。 
  ② 小・中学校の各段階において、子どもの読書に親しむ態度を育成するために 
   は「全校一斉読書」や読み聞かせ活動などの取組も大変重要な読書活動です。 
  ③ 推薦図書コーナーを設置したり、卒業までに一定量の読書を推奨するなどの 
   目標を設定したりすることにより、学校や家庭において読書習慣を身に付けて 
   いくよう促していくことも有効な手段です。 
  ④ 子どもの読書活動を推進していくため、教職員が読書活動の意義について理    
   解を深めていくとともに、学校図書館の活用をはじめとした取組に関する情報    
   交換や研究協議などを行い、意識の高揚や指導力の向上を図っていく必要があ 
   ります。 
  ⑤ マイブック推進事業との関連を図り、児童同士が購入した本の紹介をし合っ 
   たり、学校司書によるブックトークを実施したりするなど、子どもの読書意欲 
   を喚起する必要があります。 
 (2) 読書環境等の諸条件の整備・充実 

  ① 読書時間の確保 
   ア 校内一斉読書の推進 
    「朝の読書」は、学校において一斉に、好きな本を読むことで、子どもの読 
    書活動の習慣化や、話す・聞く・書く・読む力を養成する上で有効であると 
    言われています。朝の読書や読書週間など校内一斉読書をさらに推進すると 
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    ともに、「読書祭り」「子どもが作るブックリスト」等、特色ある読書活動を 
    展開し、読書時間の確保などを図っていくことが必要です。 
   イ 魅力ある学校図書館づくり 
     子どもたちが学校図書館を計画的に利用し、主体的、意欲的に読書活動や 
    学習活動ができるよう、中休み、昼休み、放課後、長期休業中など、学校図 
    書館を開館する時間をできるだけ多く設けるとともに、子どもたちがゆった 
    りとくつろいで読書ができる空間をつくることが必要です。 
      また、読もうとする図書を探し出しやすいように、配置や案内の工夫や各 
    種掲示物の充実など、図書を通したいろいろな情報を得られるように、学校 
    司書との連携を図りながら環境づくりを進めることも必要です。 
  ② 読書指導の工夫 
   ア 読書指導の充実 
     子どもが、読書の楽しさや、よさを味わえるよう、校内の協力体制を整備       

    するとともに、推薦図書等のリストの紹介、図書委員会の活性化、優秀感想 
    文や読書意欲の高い子どもの表彰、学級文庫や廊下（ホール）文庫の充実等、 
    指導の工夫や取組に努めることが望まれます。 
   イ 障がいに配慮した読書指導 
     障がいに配慮した読書活動の工夫に努め、例えばペープサート、パネルシ 
    アター、エプロンシアター、大型絵本、仕掛け絵本、歌の活用等、子どもの 
    興味・関心を喚起する読書指導、読み聞かせ活動を推進することが必要です。 
  ③ 児童生徒による読み聞かせ 
   ア 児童生徒による読み聞かせ 
     子どもは、本を読み聞かせたり読んでもらったりする体験を通して、本の 
    世界の楽しさを味わうことができます。「小・中学校ジョイントスクール推 
    進事業」における小中連携の読み聞かせ会や、特に小学校における異学年集 
    団での読み聞かせなどの促進を図ることも読書活動の推進に有効です。 
  ④ 家庭・地域社会との連携による読書活動の推進 
   ア 子どもの読書活動を推進するため、学校が保護者や地域の読み聞かせボラ 
    ンティアと連携し、地域社会が一体となって、子どもの読書活動の一層の推 
    進を図っていく必要があります。 
   イ 子どもに対する読み聞かせや、本に対する興味を引き出すよう工夫を凝ら 
    して紹介を行う「ブックトーク」活動、学校図書館に関する広報活動等、保 
    護者、地域のボランティアの協力を得ながら学校における読書活動を充実さ 
    せることが必要です。 
   ウ 地域に開かれた学校づくりを推進するため、学校の施設を積極的に開放し 
    ていくことが求められています。このため、地域のボランティア等の協力を 
    得ながら学校図書館を開放し、読書活動を推進していくことが望まれます。 
  ⑤ 学校図書館の機能の整備・充実 
   ア 学校図書館は、子どもが自由に読書活動を楽しみ、想像力を培い、学習に  
    対する興味・関心等を呼び起こし、豊かな心を育む自由な読書活動や読書指 
    導の場である「読書センター」としての機能と、子どもの自発的、主体的な 
    学習活動を支援し、教育課程の展開に寄与する「学習センター」「情報センタ 
    ー」としての機能を果たし、学校教育の中核的な役割を担うことが期待され 
    ています。 
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   イ 学校図書館の運営に当たっては、校長のリーダーシップの下、司書教諭等    
    が中心となり、教職員や保護者、ボランティア、学校司書等が連携・協力し 
    て運営し、それぞれの立場から学校図書館の機能の充実を図っていくことが 
    必要です。 
  ⑥ 図書資料の整備・充実 
    子どもの豊かな読書経験の機会を充実させるためには、子どもの知的活動を  
   増進し、多様な興味・関心に応える魅力的な図書資料を整備・充実させていく 
   ことが必要です。 
    また、各教科、道徳科、総合的な学習の時間、特別活動等において多様な教 
   育活動を展開するために、図書資料を充実させることが求められます。 
    このため、各校において自校の図書の充実に取り組むことはもとより、他校 
   の学校図書館や市立図書館などと連携して、学校を超えた図書の共同利用化を 
   図ること、また、司書教諭等同士の情報交換を密にし、特色ある図書館づくり 
   のための計画的な図書購入を進めることも必要です。 
  ⑦ 学校図書館ネットワークの活用による資源共有化の促進 
   ア 学校間の相互貸借と市立図書館との資源共有化 
     他校の学校図書館の蔵書検索が可能になったことによって、子どもたちの  
    多様な興味・関心に幅広く応えることができます。各校での蔵書のデータベ 
    ースを活用した学校間の相互貸借をさらに活性化させるとともに、学校図書 
    館と市立図書館との資源共有化を今後検討していきます。 
   イ 学校図書館支援図書の充実 
     学校への貸出のための学校図書館支援図書（大型絵本・図鑑類）を総合教  
    育センターに設置し、各校での読み聞かせ活動や調べ学習に効果的に対応で 
    きる運用の充実に努めます。 
   ウ 配送システムの活用 
     学校間での相互貸借については配送システムの利用が促進されています。     
    今後は、市立図書館の配本貸出に係る配送システムについて各校に周知し、 
    円滑な図書流通を進め、読書活動の推進に努めます。 
  ⑧ 司書教諭等を中心とした教職員間の協力 
   ア 司書教諭等を中心とした協力体制の確立 
     司書教諭等は、学校図書館資料の選択・収集・提供や子どもの読書活動に 
    対する指導等を行うなど、学校図書館の運営・活用について中心的役割を担 
    うものです。司書教諭等が学校図書館の運営に十分な役割を果たすことがで 
    きるよう、教職員の協力体制を確立したり、校務分掌を配慮したりするなど 
    の工夫が必要です。 
   イ 司書教諭等に対する研修及び校内研修の充実 
     学校や幼稚園・認定こども園・保育所（園）における読書活動は、教職員、 
    保育士などが読書活動の意義を理解し、共通認識をもって推進にかかわって 
    いくことが大切です。学校や幼稚園・認定こども園・保育所（園）が一体と 
    なって読書活動を推進するための情報提供を行うよう努めます。 
     ○ 学校司書の研修会を毎月実施し、おすすめの本の紹介や実践発表等を 
      通して、情報交換、情報共有に努めます。 
     ○ 八戸市学校図書館協議会との連携の下、司書教諭等に対する研修会の    
      推進に努めます。    
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     ○ 学校は各種教育活動での図書の活用、調べ学習を行う場合の市立図書 
      館利用方法の周知について校内研修を行うことが必要です。 
 (3) 市の施策 

  ① 子どもの主体的な学習活動を支えるとともに、読書活動を通じて子どもの人 
   間形成や情操を育む場としての学校図書館の役割に鑑み、次のことを各校に働 
   きかけていきます 
    ア 学校図書館の蔵書の整備を推進していきます。 
    イ 学校図書館支援図書の整備と充実に努め、学校への支援を推進していき 
     ます。 
    ウ 司書教諭等間の情報交換を通して、特色ある図書館づくりのための計画 
     的な図書購入を推進していきます。 
  ② 子どもの豊かな人間性の育成を図り、知的活動を増進するための読書活動が 
   市立全小・中学校において推進されるように、指導・助言に努めていきます。 
  ③ 子どもの読書活動を推進していく上で、中核的役割を果たす司書教諭等につ  
   いては、研修会等を通して資質向上を図り、学校図書館の充実に努めていきま 
   す。 
  ④ 司書教諭等の研修会や、市立図書館や読み聞かせ団体等との情報交換会や合 
   同研修会など、八戸市学校図書館協議会を中心にして、読書活動の推進につな 
   がる交流や連携が行われるよう働きかけていきます。 
  ⑤ 学校図書館支援事業により学校司書を市立全小・中学校に派遣し、学校の方 
   針に基づいて、司書教諭等と連携しながら学校図書館の機能充実に努めます。 
  ⑥ マイブック推進事業や「ひらく・楽しむ」新聞活用事業との連携を図りなが 
   ら、子どもの読書環境の充実に努めていきます。 
 
５ 幼稚園・認定こども園・保育所（園）における読書活動の推進 

 (1) 子どもの読書活動の推進における幼稚園・認定こども園・保育所（園）の役割 
  ① 幼児期からの読書の楽しさを知ることができるよう、幼稚園や保育園（所） 
   においては、子どもが絵本等に親しむ機会をつくるなど読書環境づくりが大切 
   です。 
  ② 子どもが気軽に図書に触れることができるようなスペースの工夫、保護者や 
   ボランティア等との連携・協力によるおはなし会などを行い、子どもたちが絵 
   本や物語への興味を示すことができるような環境づくりを進めることが、必要 
   です。 
  ③ 子どもが絵本や物語などに親しみ、読書の楽しさに出合うことができるよう、 
   教職員や保育士、保護者の理解を深めていく必要があります。  
  ④ 幼児期において子どもが絵本等の楽しさと出合うため、教職員、保育士、保   
   護者に対し、読み聞かせ活動グループの実演に子どもと一緒に触れ、読書の大 
   切さや意義について理解を深めさせるとともに、地域の図書館利用の普及・啓 
   発を図ることが必要です。 
 (2) 市の施策 

    市は、幼稚園・認定こども園・保育所（園）の求めに応じて、読み聞かせ活   
   動グループを紹介したり、様々な読書活動に関する情報提供をしたりするなど、 
   子どもが絵本等の楽しさと出合えるように支援します。 
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第４章 子どもの読書活動の推進・支援体制の整備 

１  推進・支援体制の整備  
 ① 子どもの読書活動の推進にあたっては、市の関係部局や関係団体等と密接な連 
  携をとりながら、子どもの読書活動を推進するための具体的な方策についての検 
  討、情報交換等を行うなど、総合的な推進体制の整備に努めていきます。 
 ② 市は、市立図書館及び地域の子どもの読書活動を推進する団体・グループと連 
  携し、学校、幼稚園・認定こども園・保育所（園）、児童館、放課後児童クラブ、 
  病院、地域子育て支援センター等、読み聞かせ活動の受け入れを希望する関係施 
  設等に対する支援を通し、子どもの読書活動の推進に努めていきます。 
 ③ 市は、子育てサークル、ＰＴＡ等、子どもに関わるあらゆる団体の要請に応じ 
  て、子どもの読書活動の推進に係る情報の提供や、読み聞かせ活動グループの紹 
  介等の支援に努めていきます。 
 

２  普及・啓発 
 (1) 子ども読書活動啓発事業の推進  

  ① 「子ども読書の日」を中心とした全市的な啓発事業の推進 
    「子ども読書の日」（４月２３日）は、「国民の間に広く子どもの読書活動に   
   ついての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲 
   を高める」ことを目的として設けられました。市は、この事業に関する取組を 
   さらに広げていくため、地域、学校、幼稚園・認定こども園・保育所（園）、市 
   立図書館や民間団体等との連携を図りながら、より充実した啓発活動が展開さ 
   れるようはたらきかけていきます。 
  ② 各種情報の収集・提供 
    市は、子どもの読書活動の実態や、学校、幼稚園・認定こども園・保育所（園）、  
   市立図書館、民間団体等における特色ある実践に関する情報を収集するととも 
   に、多くの人々がこれらの情報に容易に接し、活用することができるよう、ホ 
   ームページ上に子どもの読書活動に関する記事を掲載するなど、関連情報の提 
   供を行うほか、上記の施設や団体に対しても、地域の読書活動を推進するため 
   の情報の収集・提供を図るようはたらきかけていきます。  
  ③ 乳幼児や児童生徒の保護者への意識啓発・情報発信の充実 
   ア 市の子育て支援関連事業と連携し、講演会の開催、手引きの作成・配布等 
    を通して、乳幼児の保護者へ読書活動の意識啓発・情報発信等を行います。 
   イ ブックスタート事業等読み聞かせの機会を充実させることにより、乳幼児 
    と保護者が絵本を通して温かく楽しく言葉と触れ合うことの重要性を伝え、 
    家庭においても心を育てる一つの方法として、絵本を子育てに取り入れるよ 
    う働きかけていきます。 
   ウ 子どもの読書活動の重要性を保護者に認識してもらうため、保護者会や学  
    校だより等を通して、親子の読み聞かせの奨励や子どもが読書に親しむ機会 
    をつくることの大切さ、推薦図書の周知などを図っていきます。 
 (2) 優良な図書の普及 
   子どもの健全な発達のために優良な図書は、地域における子どもの読書活動の     
  推進を図る上で大変重要です。市は関係機関、団体等と連携し、子どもに読ませ   
  たい本を学校、幼稚園・認定こども園・保育所（園）、市立図書館、児童福祉施設 
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  等で紹介するなど、優良な図書を家庭・地域社会に周知していきます。 
３  市立図書館、八戸ブックセンターと学校図書館の連携・協力 

  市は、子どもの読書活動を推進していくために、市立図書館から学校図書館への  
 貸出図書の拡大や、調べ学習の充実、各校図書館ボランティアの資質向上のために 
 連携・協力体制を充実することなどをはたらきかけていきます。 
  また、マイブック推進事業に関わって、「おすすめブックリスト」の作成や「出張   
 ブックトーク」の実施など、八戸ブックセンターと連携・協力しながら子どもの読 
 書活動を推進していきます。 


